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ダイオキシン類に関する国際ワークショップを終えて

大谷 卓ダイオキシンチーム

「農林水産業におけるダイオキシン類の動態と

12生物影響」に関する国際ワークショップが、

月 ・ ・ 日、つくば国際会議場において、農環4 5 6

研・技術会議事務局の主催、農研機構・森林総研

・水研センターの共催で開催されました。

このワークショップでは、ダイオキシン類を中

心とした有機汚染物質に関する研究成果の総括、

今後の研究の方向性の検討、国際共同研究の推進

を目的として、イントロダクション：ダイオキシ

ン類研究の経緯、セッションⅠ：生物影響、セッ

ションⅡ：環境中での動態、セッションⅢ：環境

修復技術、に関する米・加・韓の 名を含む内外5

名による講演と、活発なディスカッションが21

行われました。

セッションⅠでは、北極域やアジア沿岸での野

生生物のモニタリングによる有機汚染物質の地球

的規模での拡散、わが国の陸棲および水棲生物の

汚染状況、畜産物中の蓄積状況と分子生物学的な

影響評価手法等に関する発表が行われました。

セッションⅡでは、北米五大湖での汚染物質の

消長、大気・土壌・水域・作物間の汚染物質の分

布と移行、わが国および韓国におけるダイオキシ

ン類摂取量等に関する発表が行われました。

セッションⅢでは、米国 による環境修復EPA

プログラムの紹介、微生物・植物によるバイオリ

メディエーション・ファイトリメディエーション

技術、化学的手法による分解技術の現状等に関す

る発表が行われました。

総合討論では、今後の研究ターゲットをダイオ

キシン類以外の （残留性有機汚染物質）にPOPs

拡張すること、汚染物質の環境中での移行様式の

解明による拡散防止に向けた研究への発展、グロ

ーバルな汚染拡散に対応するための国際的な研究

3ネットワークの構築等の必要性が共通認識され、

日間のワークショップを閉幕しました。

このワークショップの参加者は、演者・座長を

含め 名にも上り、会期を通して熱心な意見交201

換がなされました。ここで特筆すべきは、環境化

学・森林・水産・動物衛生・保健衛生等研究分野

の国公立・独法研究機関、大学、および分析や環

境修復関連の民間企業等、産学官の幅広い研究・

技術分野の方々が結集し、様々な角度からの研究

紹介や意見交換が行われたことで、ダイオキシン

研究への関心の高さと、様々な分野間の研究交流

の重要性を実感しました。

農林水産分野においては、ダイオキシン類に関

するこれまでの研究蓄積は乏しく、プロジェクト

研究「農林水産業における内分泌かく乱物質の動

態解明と作用機構に関する総合研究」によって知

見が集積されつつあります。このような状況にお

いて、今回のワークショップ開催により、ダイオ

キシン研究の つの拠点としての当研究所の存在1

を国内外に できたと思います。環境研究は、PR

多くの場合汚染が生じた後のケーススタディーか

ら始まりますが、さらに、科学的な知見の集積、

モデル化による将来予測を通して、リスク管理に

。 、つなげることが必要です このワークショップは

農環研が有機汚染物質の国際的な研究拠点となる

べく、ステップアップのための新たなスタートと

して、関係者一同に新たなモチベーションを与え

る良い機会となりました。


